
全国の火山地域で毎年開催されている「火山砂防フォーラム」
10月17日（木）に蔵王町で開催される『2019火山砂防フォーラム』における研究発表に向けて

蔵王町ながの永野小学校、遠刈田小学校の5年生が国土交通省・宮城県などの支援のもと
活火山 蔵王山について学びました。

平成25年に火山活動が活発化した蔵王山では、万が一噴火の恐れが高まった場合に
迅速に行うべき対策などを『蔵王山火山噴火緊急減災対策砂防計画』として取りまとめました。

現在は活動が静穏化している蔵王山ですが、
再び噴火の兆候を見せた際、迅速に的確な行動をとるためにも地域のみなさんの協力が不可決です。

そこで活火山蔵王山の噴火がなぜ起きるか、どんな特徴をもっているのか？
地域の未来を担う児童のみなさんに理解していただくため

火山の専門家 山形大学の伴先生にお越しいただき、わかりやすく説明いただきました。



休憩のあとは、岩手大学 井良沢先生と先生の研究室の小泉さんから
火山の噴火にともなう災害について、実験を交えて教わりました。

災害は噴火をしているときばかりではなく、
噴火のあと、時間が経ってからも起きる可能性があること

火山は災いだけでなくたくさんの恵みをまわりの暮らしに与えていることを学びました。

この取組は、2019年度みちのく国づくり支援事業（公益事業）の助成を受けて実施されています。
お問い合わせ先：蔵王町環境政策課 松田 0224-33-3007


